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令和７年度決算の特徴
実質収支の確保

１

財政の健全性維持に向けた取組み

物価高騰への対応

○一般会計では、歳入において、市税が予算に比べ増収となったこと、また、
歳出において、社会保障関係経費や市有施設の老朽化対応、賃金や物価の
上昇に伴う各種行政コストが増加する中、効率的な予算執行に努めたこと
により、実質収支は24億6,300万円となった。

○市民生活に不可欠な新清掃工場や新病院の整備などにより、全会計市債残高
は対前年度比261億円の増で9,791億円となる一方、
基金借入金残高は対前年度比5億円の減で142億円となるなど、「千葉市中期
財政運営方針」を踏まえた財政運営に努めた。
また、物価高などに伴う厳しい収支状況への対応により、財政調整基金残高
は対前年度比54億円の減で45億円となった。

○今後も財政需要の増加が見込まれることから、財政の健全性維持に向け、
令和８年度から強化している既存事業の見直しをさらに推進し、必要性
や効果が薄れた事業の縮小、事業手法の効率化に取り組む必要がある。

○市民の暮らしを守るとともに、社会経済活動の維持・向上を図るため、物価高
対応子育て応援手当など国の取組みへの的確な対応に加え、本市独自の施策
として学校・保育施設等給食費支援や中小企業者エネルギー価格等高騰支援
などの取組みを実施した。



令和７年度決算の状況①
概況

【会計別歳入歳出決算額及び実質収支】 （単位：百万円）

歳入決算額 歳出決算額 形式収支
翌年度へ繰越

すべき財源
実質収支

569,671 565,990 3,681 1,218 2,463

339,423 336,342 3,081 22 3,059

収入額 支出額 形式収支
当年度純損益

（税抜）

累積欠損金

（税抜）

59,366 58,505 861 113

病院 25,576 26,845 △ 1,269 △ 1,328 △ 6,319

46,981 59,254 △ 12,273

1,015,441 1,020,091

※各会計毎に表示単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合がある。

※企業会計の資本的収支の不足額は、内部留保資金等で対応した。

全会計合計

会　計

一般会計

特別会計（13会計）

会　計

企業会計

（4会計）

収益的収支

資本的収支

２



○一般会計の決算規模は、
歳入 5,697億円（対前年度比 402億円増 7.6%増）
歳出 5,660億円（対前年度比 403億円増 7.7%増）

  ⇒歳入・歳出ともに、令和２年度に次いで、過去２番目の規模となった。

令和７年度決算の状況②
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○一般会計では、歳入において、市税が予算に比べ増収となったこと、また、歳出
において、社会保障関係経費や市有施設の老朽化対応、賃金や物価の上昇に伴う
各種行政コストが増加する中、効率的な予算執行に努めたことにより、実質収支
は２５億円となった。
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○市債残高は、対前年度比２６１億円の増
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○一般会計の収支均衡を図るために実施している基金借入の残高は、着実に削減
（対前年比△５億円）
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〇実質公債費比率は低減（１０．１％、対前年度比△０．３pt）
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〇将来負担比率は増加（１２１．４％、対前年度比＋１．３pt）
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単位：億円
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〔R3～R7の減要因（一般財源ベース）〕
○社会経済情勢の急激な変化に対応するための

 財政出動
・コロナ対策経費：48億円
・物価高騰対策経費：20億円

○社会保障関係経費の増
・障害者介護給付等：80億円
・介護保険事業特別会計繰出金：48億円
・民間保育園等給付：32億円

○子育て支援の充実（子ども医療費助成、第3子
 以降学校給食費無償化）：43億円 など



○対象となる６会計でいずれも資金不足比率の発生はなし

（単位：％）

病院事業 下水道事業
農業集落

排水事業
水道事業

地方卸売

市場事業
動物公園事業

令和７年度 - - - - - -

令和６年度 - - - - - -

経営健全化基準

区分

20.0

法非適用法適用

主な財政指標の推移④

１０

資金不足比率
（公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に対する割合）
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